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　（ツアー制下でくるしんでいたロシヤの人びとを

　深く愛した魂の歌いてチェホフ死が死んで，今

　年は：50周年である）　　　一，　　　　　（編集郭）

　初期の樺太気象観測といっても，以下にのべるのは，

大体のところがチエホフ「サハリソ島」（1895年）に見

られる気象記事に多少の修飾をほど；した程度で・読者

の清鑑を期対する尊とは些か思束ないかも知れない・

　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　　　　　　　　　　　　＊

　アソトソ・チエホフが突如として流刑地踏査を思立

ち，鉄道敷設前のシベリヤを横断，樺太族行を企てたの

は1890年（明治23年）り初め頃葦った・ 今日もなおそ

の眞因については不明のまx，チエホフの生涯の重大な

転機と結びついて傳記作者を困惑させている．チエホフ

の略傳については周知の通り，時に年30才であった・

　モスクワ出発は1890年4月21日，ニゴライエフスク

7月5日，同10日アレクサソドロフスク着．以後結氷期

までの3ヵ月を「凡ゆる部落を巡り，凡ゆる小屋を訪

れ，すべての人々と話し」（チエホフ書簡）て，徹底的な

実地踏査を行った．そして90年10月13日，．同地を出

発，ペテルブルグ号に便乗して香港経由モスクワに帰っ

たのが12月7日日本訪間はコレラ流行のため実現しな

かったという．因みに明治23年は憲法発布の翌年，時

は第1回帝国議会開会の直前に当っている．

　「サハリソ島」の執筆は1891～94年，文学作品と研究

論文とが入混った独特な，著者自身も「恐らく学位論文

の三つ位に相当する」と言っている，極めて興昧深い調

査報告である．例えば，サハリソの気候について言えば

r読んだら寒気がして来るよ旅気候の描写」（チエホフ』鑛。噛

書簡）をするという塩梅である．日本人に関する記事も、遷、講i一

散見される・．（邦訳中撒骸文庫所牧）＿題襲鶉
　さて，サハリシ北部アレクサソド・フスク管区の気象雇藻

観測が継続的に始まったのは1881年（明治4年）らし一∴．・1耀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　じぴ　プガびい．というのは，1890年当時での年間の観測記録があ、灘i・

ったと記されているからである．測候所はドウイカ河上該羅

流コルサコーフ村（1銘1年建設）の医局監理者P・Lス・、講

プルネソコ博士の家醐属していて・同博士の管轄下に2禰

・あった．スプルネソゴという人は医者だったらしいがゲ港嚢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サーリシの動物を10年間研究し・素融’博物館が蹄，螺

るほど灘な標本資料を蒐集して・チ　フが其勉髄一凝
れた時は数ヵ月前既に・シア本土へ引揚げた後だったと窒

いう．その時観測していたのはゴロワーツキイとい引彊

移住囚の書記で・チエホフはその男から気象表を貰つrll

一た1ごの年間の観鴻騒から結論を得ることをま充分可倉1虚灘

総二錆瞬雛礁灘差麗歪1囎
い変動などがその特色である」1年の亭均嚴は1・禦C磯

～一1．2・C（亭均0．1・C〉，降雨雪日数は102’》209日（亭，・、

均189日），をそれぞれ上下する．悪天候で知られるノヅ』

ゴロド県チエレポヴェーツキイ郡と月亭均を較べると，

それ以下であることが分る．

ア官区

チエ郡

1月　 2月　 3月　4月　 5月　　6月　．7．月　 8月　 9月　10月　 11月　 12月 1．輩
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一・5．7　－12．8

＼

山に近い凹地の雪は7月末に漸くとげ11889年7月24

日には大して高くない山に雪が降り，ドウイカ河の解氷

は9年を通じ最も早いものが、4月23日，最絡が5月6－

日，年に181日は大寒で，151日は寒風が吹きすさぶ．

おまげに「桁はづれの湿気」と「塩分を含んだ濾霧」。

こうした気候が農事徳生に影響するのは言弓までもない

1954年8β

　ことで「よりよき生涯に対する期待をも永久に失って」』・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
　しま5惧のあることを指摘している．なお「測候所に・．ぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・』蔽
　は」，ペテルブルグ中央観象台で検査の上購入されたV》鷺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギたういろの機械が鰍つけられている1と殉㍉多膵☆
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は，ルイコフスコエ村に気象観測所があって，創設以来

4年といえば，1886年（明治19年）頃の観測開始であ

る，1年の李均は零度以下，山に囲まれた盆地のようで，

前者より無風日一が60日程多いが，天候は同様に悪く，雪

’が16日，雨天76日，雨雪量はトウイ三管区が300粍多

くなっていて，♂1889年7月24日には霜，同8月18日

は大寒で共に被害があったとする．

　更に「南サハリソの気候については，目下のところで

．は，この地に勤務したり或はこのわたしのようにわづか

の間こ～へ来ていたよ5な多くの著述家たちの断片的一

時的な観察によって判断するより法がない」と言ってい

る．このコルサコーフスク管区は北部よりはいくらか温

唆で，冬の間でも時に雪どけがあり，太陽の雲聞を洩れ

ることも多いが，そむでもクスソナィで149日，ムラヴ

イヨーフスクで130日の悪天が数えられるとした．

　ついで乍ら，サハリソの風景描写の一例を示すと「わ

　たしがアルカィヘ出かげて行ったのは，7月31日の

　朝8時であった．ちようど干潮がはじまっていた．雨

　の気がにおった．どんよりと曇った空，帆影一つ見え

　ない海，瞼しい粘土質の海岸などが荒々しい感じだっ

　た．波浪は，遊々と，物悲しく，立騒いでいた．高い

　岸辺からは，やせ衰えた，病んだような樹々が見下し

　ていた．この僻では，その一樹一木がそれぞれ大寒や

　冷風との荒々しい闘孚をつマけているのであって，秋

　や冬の恐ろしい夜牛でも，絶えず揺れ動き，地にたわ

　み，訴えるように軋まなければならない一が，誰も

　この訴えた耳を籍さうとするものはいないのだ」

だがチエホフのこの「サハリソ島」は多くの人の耳を傾

けさせたのである．

　南サハリソの気候を温暖にする為間宮海峡に堤防を築

いて寒流を中断する方法について「なるほど西岸南部の

植物帯は，或は数十種の新種を加えて豊富にはならう

が，島の南部全体の気候はほとんど改良されることはな

いと思われる」と述べ，北東風によるオホーツク海の影

響に言及している．その当否は別として，気候に対する

眞剣な関心を伺うことが出来よう．従って，上記コルサ

コーフスク管区内の測候所設置に積極的に意見を呈出し

ているのも，敢て驚くに当・らない．

　　「南サハリソでは場所々々によってそれぞれ気候が独

　特なのだから，一ばん確実なのは同時に数ヵ所（地名

　略）に気象観測点を設げることである（略）。このため

　には教育ある追放囚を役立たせれば好いと思5．彼ら

　は既に今までの経験の示す如く，独りで観測すること

　には，ぢきに慣れるものだ．必要なのは，た讐それら

　指導にあたる人だけである」

　こNで些か註釈を加えることを許してもらって，帝政

ロシアの気象観測組織について述べよ5。、（へL．Rotch，

The　Ofgar“zation　of　the　Meteorological　Service，

　18

Amer．Me七．Joum．1888）

　帝政・シアの気象観測の始まりは1726年で，ペテル

ブルグの学士院（Academyof　Sciences）がこれに当っ

た．観測網が一応整備されたのは1849年，鉱山省関係予

算でペテルプルグ中央観象台（Central　Physica10bs．）

が成立して以来である．当時1級観測所8，2級観測所

48．だが人員と予算の関係で仲々ろまくゆかなかったら

しく，　1865年再び学士院に移っている．そしてDr．

WildがPhysica10bs．と附属観測網の再編に着手，

それの成ったのが1871年，以後次第に発展した．1870’

年にメートル法を1878年には国際観測方式をそれぞれ

取入れる，とい5順序である．そして1887年では，

Cent．Phys．Obs．に報告する観測所は280ヵ所に達

し，ーそのうちには水路局所管の燈台と臨港観測所54が

含まれている．このほか，雨や雷雨の観測者が600ほど

あって，その大部分は特志観測であった．

　当時は既にカテリネソブルグとイルクーツクに新しく

中央観象台が出来ていて，それぞれシベリア西部と東部

が管轄であり，また特に太李洋の観測所はウラジオスト

ヅクの水路部の監督を5げていた模檬である．

　所で面白いことは，チエホフが南リ’ハリソのコルサコ

ーフスクに来ていた時，たまたまカムチヤッカとオホー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツクの気象観測所設立のため奔走中の上記イルクーツク

中央観象台長のE．V．シュテリソグが丁度同地に来合

せていて，チエホフの宿舎に当てられていた警察書記の

住居で会っていることがある，9月12日の夜で，追放徒

刑囚の僥いた硬い肉を食ひ，アルコールと言った方がい

製ようなウオトカを飲み乍ら．前に記した測候所設置に

ついてのチエホフの意見は，このシユテリソグに対して

なされたものだが，この夜のことだったかどうか，そこ

までは書いてない．その夜牛から北東風が吹き出し，海

上は嵐になった．「翌朝は，寝床の中も，部屋も，戸外

も寒かった．外へ出て見ると，冷たい雨は降りそ』ぎ，

烈風は樹々をへし曲げ，海は吼えていた．（略）わたし

は波止場に近い海岸づたひに街を一巡した．草も濡れそ

ぼち，樹々からは雫がたれている．波止場の監覗所のわ

きには，鯨骨が泥檸の中に横たはって（略）雨の叩くに

まかせてあった………、1

　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　　　　　　　　　　　　＊
維新前後の日露交渉は，日米関係同様に極めて興味架い

史話を織りなしている．ディアナ艦長ガローニソの松崎

幽囚，文豪ゴソチヤロフの長崎渡来，革命家パクーニソ

の来航，など．そしてチエホフが若し日本に立寄ってい

たら，といろことも室想の種にならなくはない．当時は

1875年の樺太千島交換条約で，樺太全土が露領であっ

た．だが南サハリソには日本人部落があって，日本領事

館もあり，チェホフは時の領事久世にも会っていて，、日

本人の露語研究の進歩などを賞讃しているのが見ら劃
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る．それほ兎も角，国土の広さほ別としで，帝政・シア

の気象観測網整備が割合おそく，チエホフのサハリソ族

行当時なおへき地の観測所設置が進められていた模檬が

極東流刑の島サハリソの風物ともども上記で知られる．

　露人に関係したことをもう一言つけ加えると，長崎の

蘭人を除げば，日本で最も早く気象観測を行ったのが露

f”5

人であった』r北濾道志」毬之二六の大気測量の項に「函

館健安政6年（1859年）より万延元年14至る2年間露

医亜留武羅契吐（アルブラケヅト）の観測なり以後7年

は測を欠く」云々とある．幕末の開港場函館で気象観測

をしたこの露医について兼て調べたいと思いながら，筆

者はまだその機を得ないでいる．　　（高暦気象台）

ビキニ環礁附近海域¢）

調査について

杉 浦 士．口 雄

　1．　まえおき

　第5幅龍丸の被災事件以来，相ついで，原爆マグ・の

登場，放射能の雨や塵埃と，日本国民は，米国の水爆実

験によって，大いに迷惑を蒙っている．この事態に対し

ては，今後，水爆実験禁止という外ない．また，すでに

行われた水爆実験の影響を調べることの急務を痛感す

る．

　2．調査目的および準備

・水産庁は，南方漁場の放射能による汚染の現状を正確

に把握するため，調査艦の現地派遣を企図し，その立案

を日本海洋学会および水壼学会に頼んだ．学会の主謄部

は，各方面の知識をあつめて，精細な方針をたてた』こ

のとき決まったコースは，グアム島を補給基地として，

1954年8月

米国の指定す

る拡大危瞼水

域の外まわり

を，ジグザク

に，ビキニ島

に近づいた
り臨，遠のいた

りしながら，

一まわりする

ことであっ

一た．この案で

は，ビキニ島

にもっとも近

づいたときで

も，およそ，

500マイルは

距っている．．

この立案当時

は，まだ，水爆実験の中止が発表されていなかったの

で，このように用心しで，コースを撰んだものであっ

九この会議に出席された諸先生（後に・2～3名が追．．

加された。）が，所諾顧問団を構成する．顧問団の仕事

は，調査の方法や諸経費を決め，われわれ調査団の各員

を詮衡することであった．纈問団は，正確な資料に基い

て，必要な経費を3000万円と計上したが，大藏当局

は，1400万円に削った．予算削減のシワ寄せは，主と

して，研究費と人件費に向けられた．しかも，予定の

5月8日出港に対して，予算決定は5月6日であったの

で，調査団は　折角，用意した研究資材を返納し驚り，

かねて聞いていた特別手当を取止めにさむて．も・とやか

くいう時聞もなかった．調査団の人々は，諸準備に忙し。

く，大方は，5月初めの連休にも休葎なかった．それで

も，準備が間に合わず，止むなく，出発は5月15日に延．

期された．出発寸前，米国は，グアム島の代りに，一ウエ

ーキ島に寄港せよと通告してきたが，顧問団が航路の撰一

定をする暇はなく，調査団に一任された．この頃ゴある

新聞は，今回の調査が陸上の顧問団による遠隔指i導によ

って行われるものであると報じた．この記事をみて，噴．

慨しない調査員はいなかった．われわれは，試料集めの

単なる器械なのか．しかし，事実は，われわれが単なる

器械でもなく，顧問団にしても遠隔指導された憶えはな

かろ5と信ぜられる．とはいうものの，正直のところ，

調査団の…部には，何かにつげて，物事をひねくれて考

える風があったように思う．俊鶴丸は25年の老朽船で

あるから，調査後便いものにならなくなっても，惜しく

はない．乗る人間も，この船と同じよ5なものを撰んだ

のだろう．他に，こ5いろのもある．一出発の数日前，科

研で行われた調査団のための特別講習会の席上，ある団・

員が，放射医学の一権威に，放射性汚塵の防禦法につて・’

．19


